
  

 

 

 

 

 

私が小学５年生の時、学校は創立百周年行事を迎えました。式典自体はあまりよく憶えていない

のですが、記念行事として５・６年生全員で合奏をしたことは、今でもかなり鮮明な記憶で残って

います。５・６年生２学年で当時５０名位だったでしょうか。私が任された楽器は鍵盤ハーモニカ

でした。数十年経った今でも曲のメロディーを口ずさむことが出来ます。言い換えればそれだけ練

習を重ねたということです。式典は１０月で、その年の夏休みは、何日も合奏練習のための登校日

がありました。現在ほど暑い夏ではありませんでしたが、それでも決して涼しくはありません。勿

論エアコンなどありませんし、扇風機さえありませんでした。皆それこそ汗だくになって練習して

いました。開けっ放しの窓から時折入る風が本当に有難かったです。そもそも器用ではない私は、

鍵盤ハーモニカに相当苦戦しました。幸い同じパートが私を入れて５名おり、多分私の細かなミス

をカバーしてくれていたことでしょう。百周年行事は、おそらくかなり大きな行事で、指導担当の

先生のプレッシャーもかなりのものであったようです。私の学校には鼓笛隊等がなく、ほぼ０から

の指導だったはずです。練習は大変でしたが、全員の音が揃い、美しい音楽が奏でられ、最後ピシ

ッと決まった時の爽快感は何とも言えないものでした。上戸小の６年生を送る会では、２０年近く

「組曲ふるさと／上戸小学校」が披露されています。今年も全校児童２２名が息を揃え、奏で、演

じました。以前にもお知らせしましたが、上戸っ子は、この組曲の練習を全くいやがりません。ご

くごく自然に取り組みます。これ位の人数になってくると、合奏のパートは、ほぼ自分が頼りです。

きゃらげも、酒づくりの踊りも今年は１・２年生のみで、各５名ずつ。誰一人欠けても組曲は完成

しません。上戸っ子は、普段から縦割り班活動等を通して、全校が大変に仲良しです。今年の６年

生を送る会では、来校された方から、「どの出し物からも素晴らしい一体感を感じる」というお言

葉をいただきました。組曲は、その上戸っ子の一体感の象徴と言っていいでしょう。今年の組曲も

本当に素晴らしかったです。最後、ピシッと決まった時の子供達の満足そうな表情は何度見てもい

いものです。今年度も保護者の皆様方、地域の皆様方のお陰で、子供達は沢山の成長を見せてくれ

ました。学校運営協議会等で「今後も戸っ子の良さを、上戸ならではのやり方で、どんどんのばし

ていこう」という声が出されています。６年生を送る会で、５年生が出し物の中で、これから目指

す学校として「明るい学校」「元気いっぱいの学校」「みんなで協力し合う学校」をあげていました。

これからも、すこやかに上戸っ子は伸びていくと思います。その姿を皆様と共に、これからもずっ

と見つめ続けていきたいと思います。今後ともどうぞ宜しくお願いいたします。 

                 令和５年２月  珠洲市立上戸小学校長  道端 専次 
 
 
 
 
【珠洲市少年文化賞】     
 ３年 三上 逢海  ３年 福田 彩蓮  ５年 谷内 茉子 
  
【のと里山空港書道作品展】 
 佳作 ３年 谷内口優月 
 
【百人一首頑張ろうカード認定証受賞】＊８０首以上暗記 
１年 荒木 美帆（１００首）  ３年 谷内口優月（８０首） 

 ３年  加須屋依里（ ８４首）  ５年 初鳥 凪音（９３首）   
  

 
       
 
 
 

珠洲市立上戸小学校  

学校だより 第６９５号 

令和５年２月２２日 
せんだん 

《知》意欲的に学び、課題に粘り強く取り組む児童 

《徳》社会のルール・学校のきまりを守り、 

礼儀正しく思いやりのある児童 

《体》心身ともに健康で、命を大切にする児童 

頑張りました！！ 

皆様からご寄付いただきました書き損じハガキや未使用の切手・テレホン

カードを石川県視覚障害者協会へ寄付いたしました。 

福祉活動にご協力いただき有り難うございます。 

 

100 首 

全部覚えました！ 



 
スキー体験学習 

１月２６日・２７日。上戸小、蛸島小、若山小の３校で白山  

ろく一里野温泉スキー場に行ってきました。雪に恵まれ、雪国 

ならではの楽しさを満喫してきました。他校の仲間とも交流が 

でき、素晴らしい２日間でした。スキーは、生涯にわたって楽 

しめるスポーツの一つといわれます。自分の体力や年齢に合わ 

せて自分のペースでコースを選んで滑ることができます。素敵 

な思い出ができました。 
 
授業参観・学級懇談会・中学校入学説明会 
１月３１日。授業参観・学級懇談会・中学校入学説明会があ

りました。授業参観では、子供達の成長した姿をお見せするこ

とが出来ました。また、学級懇談会では、貴重なご意見をいた

だくとともに、来年度の学年委員を決定しました。６年生は、

緑丘中学校の先生から中学校生活の魅力を教えてもらい、期待

を膨らませていました。３月は、まとめの月となります。各学年

につけるべき学力をしっかり定着させ、次年度につなげられる

ようにしていきます。 
 

凧作り 
２月３日。朗生会の方々にご来校いただき、今年度３回目の交

流行事となる「凧の作り方」を教えていただきました。竹ひごの

組み方、紐の調整等、難しい部分も沢山ありましたが、丁寧に分

かりやすく教えていただいたおかげで、立派な凧を完成させるこ

とが出来ました。早速、体育館に行き揚げてみました。「揚がっ

たー。」「やったぁー。」と体育館を走り回る子供達の嬉しい声が

聞かれました。心配そうに見守っていた朗生会の方々も、にっこ

り笑顔になりました。朗生会の皆様、お忙しい中ご来校いただき、 
 本当にありがとうございました。   

味噌作り 
２月３日。上戸公民館のご協力・ご指導のもと、３・４年

生が大浜大豆を使った味噌作りを体験しました。浸水した

豆をやわらかく煮て、ミンサーという機械でつぶします。

そして、丁寧につぶした麹と混ぜ合わせ、叩いて空気を抜

きながら入れ物に詰めていきます。４年生は２回目、３年

生は初めての体験でしたが、どの作業も一生懸命に楽しみ

ながらやっていました。最後に、昨年作った味噌を使った

味噌汁をおいしくいただきました。出来上がりが一層楽し

みになりました。お世話していただいた方々本当にありが

とうございました。 

１日（水） 
クラブ  

司書読み聞かせ（中） 

７日（火） 児童朝会（１・２年発表） 

８日（水） 
委員会  

司書読み聞かせ（高） 

10 日（金） 

PTA 安全指導 
すこやか会合同会議 
（18：00～） 
俳句教室（1～6 年） 

14 日（火） ミニトーク集会 

15 日（水） 安全点検 

１6 日（木） 通知表渡し（卒業生） 

１7 日（金） 卒業式（10：00～） 

20 日（月） PTA 安全指導 

21 日（火） 春分の日 

24 日（金） 
通知表渡し（在校生） 

修了式 離任式 

行 事 予 定 



１年生 

ふゆのたのしみは、百人一しゅです。わけ

は、おぼえるじかんに、上のくをぜんぶおも

い出せたからです。らい年の、しの大かいで

は、もっとしゅう中して早くふだをとりた

いです。         （荒木 美帆） 

 
 ふゆのたのしみは、だんぼうのまえであ

たたまって、オセロをすることです。そのと

きは、たたみがぼこぼこなので、下に本をお

いてしょうぶします。わたしは、いつもはし

をねらっています。    （蠏 千珠子） 
 

 ふゆのたのしみは、ゆきだるまをつくる

ことです。わけは、じぶんでつくれたからで

す。どんなゆきだるまかというと、ユニコー

ンのゆきだるまです。一人でつくれたのが、

たのしかったです。    （川端 純怜） 

 

ふゆのたのしみは、スキーです。まえの日

は、たのしみすぎてねむれません。あさ六じ

におきて、車で出かけます。車でねて、つい

たらすぐ目がさめます。ぼくは、スノーボー

ドですべります。      （三上 寛太） 
 

ふゆのたのしみは、そりですべることで

す。ぼくは、しょくぶつこうえんにいって、

おとうさんといっしょにすべりました。そ

りにのったら、いっぱいスピードが出て、た

のしい気もちになります。 （寺下 蓮輝） 
 
 
 

 

 

 

 

  
 
ゆきだるまをつくるのが、たのしみです。

ぼくは、学校でかんたくんとしんくんとい

っしょに大きなゆきだるまをつくりました。

かおもつくりました。名まえは、「かしこ」

とつけました。     （中野 煌有司） 
 
 わたしのふゆのたのしみは、ゆきがっせ

んです。ゆき玉をいっぱいなげたり、あてた

りしました。かまくらもつくりました。中に

入ったら、あたたかくてほっとしました。ま

たあそびたいです。     （盛 初叶） 
 

ふゆのたのしみは、おせちりょうりです。

わけは、お正月にしかたべられないからで

す。ぼくは、だてまきをたべました。あまく

て、おいしかったです。らい年は、いもうと

にもたべてほしいです。    （吉森 心） 
 

２年生 

 わたしの冬の楽しみは、こたつでみかん

を食べることです。冬になると、こたつでみ

かんをぜったいに食べます。でも、食べすぎ

ないようにちゅういします。テレビを見な

がら、のんびりみかんを食べることがしあ

わせです。       （吾郷 梨愛奈） 
 
 ぼくの冬の楽しみは、そりあそびをする

ことです。この前、学校のまわりにつもった

雪でそりあそびをしたら楽しかったです。

３年生になっても、友だちといっしょにそ

りあそびをしたいです。 （紺谷 洸斗） 

冬のたのしみ 

 
 



３・４年生 

 わたしの冬の楽しみは、かまくら作りで

す。１月に３・４年生で雪遊びをした時に、

かまくらをみんなで作りました。それがと

ても楽しかったからです。その他にも、百人

一首が楽しみなので、どんどんやりたいで

す。           （加須屋 依里） 
 
わたしの冬の楽しみは、スキーです。前に

家族みんなでスキーをしに行きました。み

んなで滑っている時に、すごく楽しい気持

ちになったからです。スキーを思いっきり

楽しみます。        （三上 逢海）           
 
 わたしの冬の楽しみは、「ゆめのゆ」にと

まって、その後に武士の映画を観ることで

す。冬の楽しみはまだまだあります。いろい

ろなことにチャレンジします。 
（福田 彩蓮） 

 
 わたしの冬の楽しみは、テニスの大会で

す。わけは、まこさんとダブルスを組めるか

らです。まこさんは、わたしがとれないボー

ルをとってくれます。まこさんはとても優

しいです。だから大会が楽しみです。 
（谷内口 優月） 

 
 ぼくの冬の楽しみは、こたつに入ってみ

かんを食べることです。こたつに入ってみ

かんを食べると、みかんがよりおいしく感

じられます。こたつの中はとても暖かいの

で最高です。        （家根 大翔） 
  
 ぼくの冬の楽しみは、かまくら作りと、雪

にダイブすることです。かまくらの中はと

ても暖かいし、雪にダイブするとベッドみ

たいで気持ちがいいからです。（徳力 海来） 

５・６年生 

 ゴンドラに乗って、すべっておりました。

今までリフトには乗ってすべったことがあ

ったけど、ゴンドラはありませんでした。山

頂から下へおりるのは速さのコントロール

が難しかったけど、気持ちよかったです。 

（油谷 友希） 
 

 ブレーキのかけ方や上るときの歩き方を

教わりました。最初は上手くできなかった

けど、だんだんできるようになりました。ふ

れあいベルトにのり、それから、思いっきり

すべることができてよかったです。 

      （初鳥 凪音） 
 

 リフトで少し高い所まで行ってすべりま

した。曲がってすべることが上手くできま

した。１回も転ばずにすべることができた

のでよかったです。下まですべると気持ち

よかったです。       （谷内 茉子） 
 

１日目は、すべってみると１度転んでし

ましいました。けれど、それからは失敗しな

いようにゆっくりすべりました。２日目は

ゴンドラに乗って山の上で写真を撮りまし

た。            （家根 蒼汰） 
 

自分の思った方向に曲がることができな

かったけど、２日目には少し曲がれるよう

になりました。自分のできなかったことが

少しでもできるようになるのは、とてもう

れしいなと思いました。    （泉 宙奈） 
 
わたしは上手くハの字が作れなくてすご

く速くすべってしまいました。すいすいす

べっていくので落ちていくかと思いました。

でも、すごく楽しかったです。 
（谷 紗梨菜） 

 

スキー体験学習をふりかえって 


